
　新緑が輝きを増すふるさと加茂谷で、色とりどりの鯉のぼりを眺めながらカンドリ舟の
遊覧を楽しむ家族連れ。（５月３日：阿南の加茂谷鯉まつり会場にて撮影）
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毎
年
６
月
か
ら
10
月
ご
ろ
ま
で
は
、

集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
風
水

害
の
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　

日
本
全
国
の
気
象
は
地
球
温
暖
化

の
影
響
に
よ
り
80
年
代
後
半
か
ら
急

激
に
上
昇
し
、
90
年
代
以
降
は
最
高

気
温
の
記
録
を
相
次
い
で
更
新
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
年
ご
と
に
多
雨
と

少
雨
の
変
動
が
著
し
く
、
異
常
気
象

が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に
近
年
は
、

予
測
困
難
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ

る
局
地
的
な
短
時
間
豪
雨
が
、
各
地

で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
が
河
川

の
氾
濫
や
浸
水
の
恐
れ
が
な
い
か
十

分
調
べ
て
お
き
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害

に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
大
雨
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
、

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
雨
に
関
す
る
情
報
を
注
意
深
く

聞
く
。

○
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
服
に
着

替
え
、
非
常
持
出
袋
な
ど
を
用

意
す
る
。

○
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
携

帯
ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意
す
る
。

○
浸
水
に
備
え
て
家
財
道
具
を
で

き
る
だ
け
高
い
場
所
に
移
す
。

○
お
年
寄
り
、
乳
幼
児
、
病
人
、

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
は
、
で

き
る
だ
け
安
全
な
場
所（
部
屋
）

に
移
る
。

○
家
族
で
も
う
一
度
、
避
難
場
所

と
避
難
経
路
を
確
認
し
あ
う
。

■
浸
水
し
た
場
合
の
衛
生
対
策
は

　
し
っ
か
り
と

○
床
下
の
場
合
は
、
浸
水
箇
所
を

新
聞
紙
等
で
吸
水
し
て
、
扇
風

機
等
を
使
っ
て
強
制
的
に
乾
か

す
。

○
井
戸
水
な
ど
生
水
は
飲
ま
な
い

よ
う
に
す
る
。

○
床
上
浸
水
の
場
合
は
、
食
器
類
、

そ
の
他
家
具
調
度
品
な
ど
は
十

分
に
洗
浄
・
消
毒
す
る
。

雨 量 と 降 り 方
（ＮＨＫ気象ハンドブック抜粋）

１時間の雨量 雨 の 降 り 方
８〜15ミリ 雨の降る音が聞こえる。

15〜20ミリ 地面一面水たまり。雨音で話し声がよく聞
こえない。

20〜30ミリ どしゃ降り。側溝がたちまちあふれる。
30〜50ミリ バケツをひっくり返したよう。
50ミリ以上 滝のように降る。土石流がおこりやすい。

　

気
象
庁
で
は
、
5
月
27
日
か
ら
、

気
象
警
報
・
注
意
報
を
市
町
村
単
位

で
発
表
し
ま
す
。
例
え
ば
阿
南
市
に

災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、

こ
れ
ま
で
は「
阿
南
」、あ
る
い
は「
徳

島
県
南
部
」
に
対
し
て
警
報
・
注
意

報
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
「
阿
南
市
」
を
明
示
し
て
発

表
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
ま
た

は
１
７
７
天
気
予
報
サ
ー
ビ
ス
な
ど

で
は
、
市
町
村
ご
と
に
発
表
さ
れ
て

い
る
気
象
警
報
・
注
意
報
を
簡
潔
か

つ
短
時
間
で
伝
え
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
地
域
名
で

気
象
警
報
・
注
意
報
を

市
町
村
ご
と
に

発
表
し
ま
す

地
域
で
備
え 

み
ん
な
で
守
る

集
中
豪
雨
に
ご
注
意
を
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放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・
注
意

報
の
詳
細
な
内
容
は
、
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
国
土
交
通
省
防
災
情
報

提
供
セ
ン
タ
ー
の
携
帯
電
話
サ
イ
ト

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
地
方
気
象
台

防
災
業
務
課
（
☎
０
８
８

－

６
２
６

－

０
６
７
６
）
へ

○
富
岡
地
区
（
一
次
避
難
所
）

　

・
桑
野
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

・
牛
岐
城
趾
公
園

○
大
野
地
区
（
二
次
避
難
施
設
）

　

・
大
野
老
人
い
こ
い
の
家

　

・
大
野
隣
保
館

　

避
難
は
徒
歩
が
原
則
で
す
！

　

災
害
時
を
想
定
し
て
、
最
寄
り
の
避
難
場
所
ま
で
の
道

を
一
度
歩
い
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
安
全
局
（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ

災
害
時
の
避
難
場
所
を
新
た
に
追
加
し
ま
し
た

二次避難施設一覧 一次避難所一覧
(市内91ヵ所） (市内54ヵ所）

新　
　
　

野

新野東小学校

富　
　
　
　
　
　

岡

ひまわり会館

富　
　
　

岡

富岡西高等学校

新野小学校 富岡保育所 富岡小学校

新野西小学校（旧） 富岡西高等学校 富岡東高等学校

新野公民館 文化会館 消防本部

新野中学校 富岡公民館 桑野川防災ステーション ※

新野高等学校 商工業振興センター 牛岐城趾公園　※

福　
　

井

福井小学校 阿南社会福祉会館 宝
田

宝田小学校

福井南小学校（旧） スポーツ総合センター 阿南工業高等学校

福井町総合センター 富岡東高等学校 中
野
島

中野島小学校

福井中学校 富岡小学校 横見小学校

椿

椿小学校 富岡幼稚園 長
生

長生小学校

椿会館 老人ホーム福寿荘 阿南第一中学校

椿町中学校
宝　

田

宝田公民館
大　

野

阿南養護学校

船瀬温泉保養センター 宝田小学校 西部公園

蒲生田小学校（旧） 阿南工業高等学校 大野小学校

椿泊小学校

中　

野　

島

中野島小学校

加　

茂　

谷

楠根桜つづみ公園

椿公民館椿泊分館 明星保育所 クリーンピュア

伊島小・中学校 中野島総合センター 吉井小学校

橘

橘町総合センター 中野島保育所 加茂谷中学校

橘小学校 横見小学校 大井小学校（旧）

橘体育館 横見保育所
桑　

野

山口小学校

那　
　
　

賀　
　
　

川

平島小学校 横見老人ルーム 桑野小学校

平島こどもセンター
長　
　

生

長生小学校 阿南第二中学校

今津小学校 阿南第一中学校

見　

能　

林

東部自然公園

今津こどもセンター ふれあい総合センター（旧） 阿南中学校

那賀川社会福祉会館 長生公民館 見能林小学校

那賀川公民館

大　
　

野

阿南養護学校 阿南工業高等専門学校

那賀川公民館平島分館 大野小学校 津乃峰小学校

那賀川中学校 大野保育所

新　
　
　

野

新野東小学校

黒地文化センター 大野老人いこいの家　※ 新野小学校

科学センター 大野隣保館　※ 新野西小学校（旧）

那賀川スポーツセンター

加
茂
谷

クリーンピュア 新野中学校

那賀川図書館 吉井小学校 新野高等学校

羽　
　
　

ノ　
　
　

浦

羽ノ浦総合国民体育館 加茂谷総合センター
福　

井

福井小学校

羽ノ浦中学校 加茂谷中学校 福井南小学校（旧）

羽ノ浦公民館

桑　

野

桑野公民館 福井中学校

春日野体育館 山口小学校

椿

椿小学校

勤労女性センター 桑野小学校 椿町中学校

富岡東高等学校羽ノ浦校 阿南第二中学校 蒲生田小学校（旧）

羽ノ浦小学校

見　

能　

林

阿南中学校 椿泊小学校

情報文化センター 見能林小学校 伊島小学校

岩脇福祉会館 見能林公民館 伊島中学校

岩脇小学校 見能林幼稚園
橘

南部ふるさとふれあい運動公園

あすみが丘集会所 阿南工業高等専門学校 橘小学校

武道館
那　

賀　

川

平島小学校

Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 今津小学校

津乃峰小学校 那賀川中学校

那賀川Ｂ＆Ｇ海洋センター

羽　

ノ　

浦

羽ノ浦グラウンド

春日野グラウンド

富岡東高等学校羽ノ浦校

羽ノ浦小学校

岩脇小学校

羽ノ浦中学校

■一次避難所とは
　地震や火災等で自宅が壊れて入れない場合や津波・洪水・火災
延焼などから一次的に避難する広場、グラウンドをいいます。

■二次避難施設とは
　災害時に避難を行い、その建物内で寝泊まりできる施設（学校
施設では、体育館）をいいます。

※印は、新たに追加した避難場所です。

　

市
が
指
定
す
る
災
害
時
の
避
難
場
所
に
、
次
の
施
設
を
追
加
い
た
し
ま
し
た
。

広報 平成22年（2010年）6月1日 〔第623号〕�



『野球のまち阿南』
全国に向け力強く発信！

　

森
の
中
の
球
場
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス

タ
ジ
ア
ム
に
歓
声
と
快
音
が
響
く
…

自
然
の
恵
み
と
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
広
さ
を
誇
る
こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
を

最
大
限
に
活
用
し
た
地
域
経
営
戦
略

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
行
わ
れ
た
第
３
回
西
日
本

生
涯
還
暦
野
球
大
会
で
は
、
県
外
13

チ
ー
ム
を
含
む
27
チ
ー
ム
が
参
加
。

５
月
に
は
、
西
日
本
生
涯
（
壮
年
）

野
球
大
会
や
全
日
本
少
年
硬
式
野
球

大
会
、
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
２
軍
と

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
と
の
交

流
戦
な
ど
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

多
く
の
方
が
こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

野
球
の
ま
ち
阿
南
…
。
野
球
を
通

じ
て
産
業
・
観
光
の
活
性
化
と
ス
ポ

ー
ツ
振
興
を
は
か
る
新
し
い
町
お
こ

し
。「
野
球
を
す
る
な
ら
阿
南
で
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
力
強
く
全
国

に
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 
 

主
な
戦
略
構
想 

 

①
試
合
と
観
光
を
セ
ッ
ト
に
し
た
野

球
観
光
ツ
ア
ー
の
企
画

②
大
学
野
球
な
ど
の
合
宿
を
誘
致

③
高
校
野
球
の
親
善
招
待
大
会
や
ド

リ
ー
ム
カ
ッ
プ
・
マ
ス
タ
ー
ズ
な

ど
県
予
選
を
実
施

④
青
年
会
議
所
や
企
業
の
交
流
試
合

を
支
援

⑤
野
球
の
ま
ち
阿
南
Ｐ
Ｒ
事
業

⑥
各
種
大
会
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
、
新

た
な
大
会
の
実
施
、
四
国
・
九
州

ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
と
の
連
携
強

化
な
ど

「ようこそ野球のまち阿南へ」と挨拶する岩浅市長

アナウンスは私たちにおまかせ。（左から）米本さん、齋藤さん、石川さん。

西日本生涯野球大会３位入賞　富岡体協壮年の皆さん

『アグリあなんスタジアム』
日本女子プロ野球チームＶＳ青年会議所四国選抜

※監督は元中日ドラゴンズ立浪さん。
と　き　６月26日㈯　午後５時45分開会
主　催　阿南青年会議所

ドリームカップ全国草野球トーナメント予選　７月４日㈰

マスターズ甲子園徳島県予選　８月12日㈭〜

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）へ
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政
府
は
、
先
般
、
国
民
の
「
幸
福
度
」
に
つ
い
て

初
の
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。「
と
て
も
幸
せ
」

を
10
点
、「
と
て
も
不
幸
」
を
０
点
と
し
、
自
分
の

現
状
を
採
点
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
平
均
６
・
９

点
と
な
り
、
欧
州
に
比

べ
日
本
の
幸
福
度
が
低

い
と
い
う
結
果
が
で
ま

し
た
。

　

２
０
０
８
年
に
ア
メ

リ
カ
の
研
究
組
織
ワ
ー

ル
ド
・
バ
リ
ュ
ー
ズ
・

サ
ー
ベ
イ
が
、
世
界
約

１
０
０
カ
国
、
35
万
人

を
対
象
に
調
査
・
分
析

し
た
「
幸
福
度
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
は
、
１
位
は

デ
ン
マ
ー
ク
、
２
位
は

プ
エ
ル
ト
リ
コ
、
３
位

は
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
は
16
位
、
イ
ギ

リ
ス
は
21
位
、
フ
ラ
ン

ス
は
37
位
、
そ
し
て
日
本
は
43
位
、
中
国
は
54
位
、

韓
国
は
62
位
で
し
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
は
、
北
欧
の
小
さ
な
国
で
、
人
口

５
５
１
万
人
（
四
国
は
３
９
９
万
人
）、
面
積
は
九

州
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
１
８
１
４
年
（
日
本
の
江
戸

時
代
文
化
11
年
）
に
世
界
で
初
め
て
教
育
の
義
務
制

度
を
決
め
た
国
で
も
あ
り
ま
す
。
今
で
は
、
女
性
の

社
会
進
出
率
が
80
％
と
極
め
て
高
く
、
そ
の
多
く
が

福
祉
の
現
場
で
就
労
し
、
国
民
の
老
後
の
安
心
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
女
性
の
就
業
率
が
低
い
国
と
比
べ

る
と
、
国
家
収
入
が
倍
近
く
多
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ほ
か
に
は
、
食
料
自
給
率
は
３
０
０
％
、
出
生
率
１
・

９
人
で
、
消
費
税
は
25
％
と
世
界
一
の
高
税
率
の
国

で
す
。

　

注
目
す
べ
き
点
は
、
各
種
選
挙
の
投
票
率
で
す
。

国
会
議
員
の
場
合
は
90
％
と
高
く
、
地
方
議
員
、
知

事
、
市
長
等
の
選
挙
で
も
75
％
を
切
る
こ
と
は
な
い

そ
う
で
す
。「
主
権
在
民
」
と
「
民
主
主
義
」
の
意

識
が
徹
底
し
、
国
の
政
策
は
国
民
が
投
票
に
よ
っ
て

決
定
し
て
い
く
と
い
う
民
主
主
義
本
来
の
体
制
が
き

ち
ん
と
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
国
民
総
幸
福
量
（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
）
の
追
求
を
国

家
指
針
に
揚
げ
る
ブ
ー
タ
ン
の
ジ
グ
ミ
・
テ
イ
ン
レ

イ
首
相
が
、高
知
で
講
演
を
し
ま
し
た
。
首
相
は「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に
遅
れ
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う

心
配
は
な
い
。
日
本
は
新
し
い
方
向
性
を
見
つ
け
、

世
界
を
け
ん
引
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
国
だ
。」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
賢
明
で
勤

勉
な
日
本
の
伝
統
的
国
民
性
を
今
一
度
取
り
戻
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
・
重
度
心
身
障

害
の
医
療
費
受
給
者
へ

整
骨
院
で
の
一
部
負
担
金
の
支
払

い
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の

医
療
費
と
重
度
心
身
障
害
の
医
療
費

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
窓
口

で
一
部
負
担
金
を
支
払
う
必
要
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
市
か
ら
整

骨
院
へ
直
接
支
払
う
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
整
骨
院
が
市
へ
施
術

費
の
請
求
を
行
う
う
え
で
受
給
者
の

委
任
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
受

診
さ
れ
る
時
は
必
ず
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
は
市
内
の
整
骨
院
で
は

全
て
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
市
外
で
は

一
部
適
用
外
の
整
骨
院
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
県
外
は

適
用
外
）

　

な
お
、
適
用
さ
れ
な
い
場
合
は
従

前
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
福
祉
課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）ま
た
は
保
険
年
金
課（
☎

22

－

１
１
１
８
）
へ

デ
ン
マ
ー
ク
に
学
ぶ
心
の
豊
か
さ

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
十
万
五
千
円

「
ラ
ウ
ン
ジ
ロ
ダ
ン
３
周
年
記

念
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

御
一
同
様
」
よ
り
地
域
福
祉
活

動
資
金
と
し
て

●
金
四
千
七
十
三
円

津
乃
峰
町　

津
乃
峰
小
学
校
様

よ
り
地
域
福
祉
活
動
資
金
と
し

て●
金
二
十
万
円　

宮
城
光
様
、
程
野
和
子
様
、
大

和
美
恵
子
様
、
木
村
真
理
様
、

松
崎
真
由
美
様
よ
り
地
域
福
祉

活
動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

平
成
22
年
度
戦
没
者

追
悼
式
を
開
催
し
ま
す

　

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。
関
係
の
方

は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
26
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

場
所　
文
化
会
館　

夢
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22
－

１
１
１
６
）
へ

－

市長通信

－

お元気ですか

　

阿南市長　岩　浅　嘉　仁

【
６
月
の
休
館
日
は
】

☎21－3030

7
・
14
・
21
・
28
日

船
瀬
温
泉

広報 平成22年（2010年）6月1日 〔第623号〕�



地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信

の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
ま
だ
視
聴
で

き
な
い
世
帯
に
対
し
て
、
簡
易
な
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
チ
ュ
ー
ナ
ー

の
無
償
給
付
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

対
象
世
帯　
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
）
の
受
信
料
の
全
額
免
除
を
受
け

て
い
る
世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯
が
対
象
で
す
。

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受

け
て
い
る
世
帯
。

②
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯
。

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ
れ

て
い
る
世
帯
。

※
す
で
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
支
援
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

支
援
内
容

①
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
で
給

付
し
ま
す
。

②
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
が
必
要
な
場

合
は
無
償
で
工
事
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
限　
７
月
２
日
㈮
ま
で
（
当

日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　
支
援
の
申
込
書
を
総
務

省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ

ン
タ
ー
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
申
込
書
に
つ
い
て

は
福
祉
課
（
☎
22

－
１
５
９
２
）
へ

支
援
制
度
に
つ
い
て
は
地
域
支
援
課

（
☎
22

－

７
４
０
４
）
へ

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

「
公
募
委
員
」を
募
集
し
ま
す

　
「
阿
南
市
地
域
福
祉
計
画
」
を
策

定
す
る
た
め
、
市
が
示
す
素
案
を
検

討
し
て
い
た
だ
く
公
募
委
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
委
員
会
は
、
公
募
委
員

の
ほ
か
に
学
識
経
験
者
、
社
会
福
祉

施
設
お
よ
び
社
会
福
祉
関
係
活
動
団

体
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

募
集
人
員　
２
人
程
度

任　
　
期　
７
月
１
日
〜
平
成
23
年

３
月
31
日
（
予
定
）

応
募
資
格　
次
の
要
件
に
す
べ
て
該

当
す
る
方
。

○
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
。

○
市
の
地
域
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
。

○
任
期
中
に
開
催
す
る
会
議
（
４
回

程
度
で
平
日
あ
り
）
に
出
席
で
き
る

方
。

○
国
、
地
方
公
共
団
体
の
議
員
で
な

い
方
。

応
募
方
法　
応
募
用
紙
（
福
祉
課
備

え
付
け
）
と
「
阿
南
市
の
地
域
福
祉

に
つ
い
て
の
考
え
方
（
様
式
は
自
由

で
１
，
０
０
０
字
程
度
）」
に
つ
い

て
の
作
文
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※
提
出
書
類
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　
６
月
１
日
㈫
〜
15
日
㈫

問
い
合
わ
せ
は　
福
祉
課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
見
直
し
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
を
減
ら
す
た
め
「
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
」
を
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
先
月
号
の
続
き
で
す
。

⑥
風
呂
の
残
り
湯
を

　
洗
濯
な
ど
に
再
利
用
す
る
。

　

洗
濯
や
庭
の
水
や
り
の
ほ
か
に
ト

イ
レ
の
水
に
使
っ
て
い
る
方
も
い
ま

す
。
再
利
用
に
は
、
市
販
さ
れ
て
い

る
ポ
ン
プ
を
使
う
と
便
利
で
す
。

○
年
間
約
７
㎏
の
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
で

約
４
，
２
０
０
円
の
節
約
。

⑦
炊
飯
ジ
ャ
ー
な
ど
の
保
温
を
止
め

る
。

　

炊
飯
ジ
ャ
ー
や
電
気
ポ
ッ
ト
の
保

温
は
利
用
時
間
が
長
い
た
め
、
多
く

の
電
気
を
消
費
し
ま
す
。
ご
は
ん
は

電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
な
お
す
方
が
消

費
電
力
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

○
年
間
34
㎏
の
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
で
約

１
，
９
０
０
円
の
節
約
。

⑧
家
族
が
同
じ
部
屋
で
団
ら
ん
し

て
照
明
な
ど
の
利
用
を
２
割
減

ら
す
。

　

家
族
が
別
々
の
部
屋
で
過
ご
す

と
、
そ
の
分
照
明
な
ど
も
必
要
に

な
り
ま
す
。

○
年
間
約
２
３
８
㎏
の
Ｃ
Ｏ
２
の

削
減
で
約
１
０
，
４
０
０
円
の
節

約
。

⑨
エ
コ
バ
ッ
ク
な
ど
を
利
用
し
て
、

レ
ジ
袋
の
消
費
を
減
ら
す
。

　

買
い
物
に
エ
コ
バ
ッ
ク
な
ど
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
レ
ジ
袋
の
消

費
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
年
間
約
58
㎏
の
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
。

⑩
こ
ま
め
に
電
源
を
切
る
。

　

テ
レ
ビ
の
つ
け
っ
放
し
を
な
く

し
た
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
な
ど

こ
ま
め
に
電
源
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

○
年
間
約
14
㎏
の
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

で
約
８
０
０
円
の
節
約
。

　

５
月
号
か
ら
連
載
し
た
10
の
取

り
組
み
は
、「
家
庭
で
で
き
る
温

暖
化
対
策
」
と
し
て
環
境
省
な
ど

が
進
め
て
い
ま
す
。
10
項
目
す
べ

て
を
足
す
と
、
一
世
帯
あ
た
り
年

間
約
７
３
６
㎏
の
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

で
約
４
０
，
７
０
０
円
の
節
約
に

な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
身
近
に
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
、
エ
コ
ラ
イ
フ
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
保
全
課

（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

環境と
くらし

シリーズ

〈№ 4〉

　下図に示す区間において、下水道管及び上
水道管の敷設工事を進めています。 
　ついては、この区間において車両の通行規
制を行っておりますので、関係者の皆さまに
は大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご協力
のほど、よろしくお願いします。

問い合わせは　下水道課（☎22－1796）
工 務 課（☎22－3295）へ

○
富岡西
高等学校

○
警察署

○
正福寺

 書店
○

市役所
○

国道55号

JR阿
南
駅

県
道

県
道

桑
野
川

工事区間

至宝田

至見能林

上・下水道工事による
通行規制のおしらせ
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消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、

新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月

１
日
か
ら
、
ま
た
、
既
存
住

宅
は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま

で
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
も
、
ま
だ
設
置

し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
ぜ

ひ
早
め
に
取
り
付
け
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本
部

予
防
課（
☎
22

－

３
７
９
９
）

へ

火災報知器は寝室に設置しましょう。
寝室が２階以上にある場合は、階段の上部に
煙感知器も設置することになっています。
※ＮＳマークが付いたものを選びましょう。

住宅用火災報知器を
取り付けましょう

農業者年金の現況届の提出は
６月１日㈫〜30日㈬

メ
リ
ッ
ト
は

●
少
子
・
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立
方
式
の
年
金
。

●
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
。

●
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
。

●
手
厚
い
政
策
支
援
。
保
険
料
に
国
庫
補
助
も
。

加
入
条
件　
次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
。

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
。

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
。

問
い
合
わ
せ
は　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
22

－

３

７
９
０
）
ま
た
は
最
寄
り
の
農
協
へ

『
浄
化
槽
法
定
検
査
』

の
お
知
ら
せ

　

浄
化
槽
法
に
よ
り
、
浄
化
槽
を
設

置
さ
れ
て
い
る
方
は
、「
１
年
に
１

回
、
浄
化
槽
の
水
質
に
関
す
る
検
査

（
法
定
検
査
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
下
旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

㈳
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
（
県

指
定
検
査
機
関
）
の
職
員
が
訪
問
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
㈳
徳
島
県
環
境
技

術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

－

６
３
６

－

１
２
３
４
）
ま
た
は
、
環
境
保
全

課
（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

訪問期間 対　　象　　地　　区

５月26日㈬

〜

６月18日㈮

学原町、黒津地町、才見町、西路見町、住吉町、
宝田町、出来町、富岡町、中林町、七見町、
原ヶ崎町、日開野町、福村町、見能林町、
向原町、柳島町、横見町、領家町、畭町、
那賀川町、羽ノ浦町

６月26日㈯

〜

６月30日㈬
橘町、津乃峰町、内原町、大潟町

　次の市営住宅への入居者を募集します。
〈一般募集住宅〉　

住 宅 名 所　在　地 戸数 間　取
中 川 原 横見町中川原 ２ ２ＬＤＫ
西 　 方 長生町西方 ２ ３ＤＫ
入 　 田 新野町入田 1 ３ＬＤＫ
福 井 東 福井町古毛 １ ３ＤＫ
福 井 森 福井町森 １ ３ＤＫ

橘 橘町幸野 １ ３ＤＫ
中 　 島 那賀川町中島 ２ ３ＤＫ

〈母子優先住宅〉

住 宅 名 所　在　地 戸数 間　取
西 　 方 長生町西方 １ ２ＬＤＫ

◆入居できる条件（資格）　次の①〜④にすべて該当する方。
①阿南市に住民登録または勤務地を有し、持家がないなど居住に困って

いると認められる方。
②同居しようとする親族がいること。ただし、婚約者の場合は、入居を

指定した日から３ヵ月以内に結婚し、同居できる方に限ります。
③政令で定める収入基準を満たす方。
④申込者及び同居する親族が暴力団員でないこと。

◆申し込みに必要な書類　
①市営住宅使用申込書（住宅建築課備え付け）。
②入居希望者全員の住民票。
③収入を証する書類（所得課税証明書、源泉徴収票（給与支払明細書）

など）。
④婚約中の方は、婚約が証明できる書類。
※母子優先住宅を希望される方は、児童扶養手当証書等も必要です。

◆入居者の選定方法　
①受付時に書類審査を行います。書類に不備がある場合は受付できません。
②書類審査後、希望する住宅を１つ選んでいただきます。
③各住宅で募集戸数を超える申し込みがある場合は、抽選により決定し

ます。
④不正な申し込み等が発見された場合は、当選資格等を取り消します。

また、申し込み後、入居までに同居親族の変更（出産、死亡を除く）
または婚約者が変わった場合は、その申し込みを無効とします。

◆受付日時　６月10日㈭、11日㈮の午前９時〜午後５時。
◆抽 選 日　６月17日㈭、18日㈮　※抽選がある場合のみ。
◆入居予定日　８月１日㈰

※家賃、敷金、収入基準などさまざまな条件や制約がありますので、く
わしくは、お問い合わせください。

問い合わせは　住宅建築課（☎22－3431）へ

市営住宅入居者募集

農業者年金の試算額
加入年齢 納付期間 試　算　額（年額）
20歳 40年 男性 110万円 女性 95万円
30歳 30年 男性 70万円 女性 60万円
40歳 20年 男性 39万円 女性 34万円
50歳 10年 男性 17万円 女性 15万円

（注）保険料を月額２万円、65歳までの付利利率を3.0％、65歳以降の
予定利率を1.55％とした通常加入の場合の試算です。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
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２
年
間
延
期
し
て
お
り
ま
し
た
受
益
者
負
担

金
徴
収
を
、
平
成
23
年
度
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
の
公
共
下
水
道
の
使
用

開
始
に
向
け
、
受
益
者
負
担
金
制
度
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

○
受
益
者
負
担
金
と
は

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
快
適
で
住
み
よ
い

生
活
環
境
が
生
ま
れ
、
そ
の
土
地
の
利
用
価
値

も
増
大
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
道
路
や
公
園
の
よ
う
な
一
般
の
公
共
施
設

と
は
違
っ
て
、
下
水
道
整
備
区
域
内
に
土
地
を

有
す
る
特
定
の
人
々
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
都
市
計
画
法
第
75
条
に
基
づ
い
て
、

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
恩
恵
を
受
け
る
方
々
に

建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
の
が

「
受
益
者
負
担
金
」
で
す
。

○	

対
象
と
な
る
土
地

　

現
在
進
め
て
い
る
公
共
下
水
道
事
業
区
域
で

あ
る
富
岡
地
区
の
一
部
、
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
か
ら
西

側
一
帯
の
す
べ
て
の
土
地
（
宅
地
・
田
・
畑
な

ど
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
徴
収
猶
予
制
度

や
減
免
措
置
も
あ
り
ま
す
。

○	

納
め
て
い
た
だ
く
方

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
内
に
土
地
を
所
有
し

て
い
る
方
、
ま
た
は
地
上
権
な
ど
の
権
利
を
有
し
て

い
る
方
が
受
益
者
と
な
り
ま
す
。（
下
図
参
照
）

○	

受
益
者
負
担
金
の
額

　

土
地
の
面
積
１
㎡
あ
た
り
に
つ
き
７
０
０
円
で
す
。

　

受
益
者
負
担
金
は
、
そ
の
土
地
に
対
し
て
、
一
度

限
り
賦
課
さ
れ
る
も
の
で
す
。

（
例
）
土
地
１
６
５
㎡
（
約
50
坪
）
の
場
合

１
６
５
㎡
×
７
０
０
円
＝
１
１
５
，
５
０
０
円

○	

納
付
方
法

　
「
分
割
納
付
」
か
「
一
括
納
付
」
を
選
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。

分
割
納
付

　

３
年
分
割
（
年
３
期
）
の
９
回
に
分
け
て
納
付

一
括
納
付

　

全
９
期
分
ま
た
は
年
３
期
分
を
一
括
で
納
付

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎
22

－１
７
９
６
）
へ

美
し
い
あ
な
ん
を
求
め
て

受
益
者
負
担
金

連
載
⑧

平
成
23
年
度
か
ら
受
益
者
負
担
金
の
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

〜
下
水
道
〜

・受益者を決定し、申告の内容に間違いがなければ、
押印の上、返信していただきます。

・申告に基づき、受益者負担金の決定通知書、
納付書を送付します。

① ４月中旬　申告書の送付
・土地の所有者に送付します。

② ５月上旬　申告書の提出

③ ７月上旬　賦課決定通知書、納入通知書送付

④ 納付（指定金融機関など　８月・11月・２月）

市　
役　
所

受　
益　
者

〜平成23年度受益者負担金を納めていただくまでの流れ〜

※申告書の提出がないときは、市が受益者を認定し賦課することになります。 

受益者の例（あくまでも原則的な例です。） ※土地所有者と家屋所有者が違う場合（③、④、⑥）は、前もって相互で話し合っておいて下さい。

受益者負担金
１㎡あたり
700円

自分の土地に自分の家
を所有し、そこに住ん
でいる場合 1●居住者―――Ａ
●家屋所有者―Ａ
●土地所有者―Ａ
●受益者―――Ａ

借家・アパート・
間借り等

2●居住者―――Ｂ
●家屋所有者―Ａ
●土地所有者―Ａ
●受益者―――Ａ

借地の上に、
自分の家を建てて
住んでいる場合 3●居住者―――Ｂ
●家屋所有者―Ｂ
●土地所有者―Ａ
●受益者―――Ｂ

借地に、
アパートを建てて
いる場合 4●居住者―――Ｃ
●家屋所有者―Ｂ
●土地所有者―Ａ
●受益者―――Ｂ

空き地・農地
山林・
雑種地等 5●土地所有者―Ａ
●受益者―――Ａ

借地を
使用している場合
（駐車場、資材置場等） 6●土地貸借人―Ｂ
●土地所有者―Ａ
●受益者―――Ａ
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集落名
対象面積

（a）
交付金額
（千円）

主な共同取り組み活動の内容
（農業生産活動、生産性・収益の向上、担い手の定着等に関すること）

田 畑

急傾斜 小区画・
不 整 形 緩傾斜 急傾斜 緩傾斜

美 濃 谷 237 1 236 219 水路・農道等の管理
金 石 228 15 213 222 水路・農道等の管理、農地の地力維持等
水 井 東 619 250 343 26 744 水路・農道等の管理
大 屋 109 67 4 38 128 水路・農道等の管理
細 野 589 348 169 72 762 水路・農道等の管理
水 井 西 326 61 117 65 83 262 水路・農道等の管理
深 瀬 441 441 405 水路・農道等の管理
大 井 298 159 139 186 水路・農道等の管理
尾 花 683 222 31 426 4 787 水路・農道等の管理
山 田 455 121 74 260 491 水路・農道等の管理
成 松 176 137 39 256 水路・農道等の管理
木 戸 677 105 299 262 11 612 水路・農道等の管理
喜 来 624 403 209 12 814 水路・農道等の管理、その他
中 喜 来 178 134 44 253 水路・農道等の管理、その他
元 信 1,272 918 270 60 24 2,223 水路・農道等の管理、農作業の共同化、自然生態系の保全に関する学校教育との連携、鳥獣害対策
友 常 237 57 120 30 30 210 水路・農道等の管理
谷 口 999 823 50 78 48 1,877 水路・農道等の管理、自然生態系の保全に関する学校教育との連携、認定農業者育成
貞 信 742 294 426 5 17 777 水路・農道等の管理
大 根 上 218 195 20 1 2 343 水路・農道等の管理
川 亦 296 133 157 1 5 328 水路・農道等の管理
海 老 川 1,810 920 744 47 99 2,618 水路・農道等の管理、農作業の共同化、認定農業者育成
秋 山 578 187 327 54 10 722 水路・農道等の管理、農作業の受委託、その他
清 貞 738 570 86 70 12 1,081 水路・農道等の管理
平 川 内 1,763 447 379 937 1,857 水路・農道等の管理
生 谷 540 305 36 196 3 719 水路・農道等の管理
横 尾 552 201 340 11 654 水路・農道等の管理
楠 ヶ 浦 124 103 21 179 水路・農道等の管理
船 頭 ヶ 谷 1,619 811 626 48 134 2,308 水路・農道等の管理、農作業の共同化、非対象農家との連携、鳥獣害対策
大 江 360 75 261 24 375 水路・農道等の管理
八 原 毛 466 347 105 14 654 水路・農道等の管理、農作業の共同化

香 1,995 328 277 1,342 48 1,978 水路・農道等の管理
平 松 1,487 664 813 10 1,639 水路・農道等の管理
須 屋 749 112 604 18 15 597 水路・農道等の管理
上 働 々 1,227 537 689 1 1,344 水路・農道等の管理、農作業の共同化
中 働 々 574 201 369 4 576 水路・農道等の管理、農作業の共同化
お 金 川 727 12 702 13 473 水路・農道等の管理、農作業の共同化
小 杭 894 312 299 281 2 976 水路・農道等の管理
尻 杭 345 256 89 489 水路・農道等の管理
内歩・古毛 377 377 346 農道等の管理
長 谷 川 南 568 116 452 611 水路・農道等の管理
長 谷 川 北 762 96 7 659 773 水路・農道等の管理
長 谷 川 東 992 243 729 20 1,085 水路・農道等の管理
吉 谷 417 417 384 水路・農道等の管理
長 野 181 181 166 水路・農道等の管理
辺 川 1,417 572 58 665 122 1,645 水路・農道等の管理
貝 谷 694 453 144 78 19 930 水路・農道等の管理
日 の 地 164 108 6 50 232 水路・農道等の管理
大 坂 431 31 400 420 水路・農道等の管理
大戸・出見 445 8 150 287 374 水路・農道等の管理
赤 崎 1,320 374 321 624 1 1,410 水路・農道等の管理
壱 升 ヶ 森 289 264 8 14 3 580 水路・農道等の管理、担い手への農地集積、非農家の農業労働力支援

※面積は１ａ未満切り捨て、交付金額は千円未満切り捨ててあります。

　平成21年度中山間地域等直接支払交付金の交付状況を中山間地域等直接支払交付金実施要領第12条の規定により
公表します。
１　集落協定
　⑴協定数　51協定　　⑵対象面積　34,009ａ　　⑶交付金額　40,094千円

２　個別協定
　⑴協定数　８協定　　⑵対象面積　1,041ａ　⑶交付金額　1,648千円
◇中山間地域等直接支払事業とは、耕作放棄地の増加等により多面的機能の低下が特に懸念されている中山間地域に

おいて、多面的機能の維持・増進を一層図るため、自律的かつ継続的な農業生産活動等の体制整備に向けた前向き
な取組等を推進することを条件に、農地の生産条件、耕作面積に応じた額を受け取ることができる制度です。
問い合わせは　農林水産課（☎22－1598）へ

平成21年度阿南市中山間地域等直接支払事業の実施状況
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あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

234件（1,014）
1人（    6）

45人（  202）

救 急 件 数
搬送人員

236件（  992）
233人（  963）

火 災 件 数
損 害 額

3件（   23）
4,150千円（20,792千円）

●阿南署管内平成22年４月分合計　(　)内は１月からの累計

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

　

梅
雨
の
時
期
で
天
候
も
パ
ッ
と
せ

ず
、
気
分
も
沈
み
が
ち
で
す
が
、
そ

ん
な
時
に
事
故
は
起
こ
り
や
す
い
も

の
で
す
。
無
理
の
な
い
ゆ
と
り
あ
る

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
22
年
度
警
察
官

採
用
試
験
の
ご
案
内

　

徳
島
県
警
察
で
は
、
警
察
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

○
警
察
官
Ａ
（
男
性
・
女
性
）

受
験
資
格　
昭
和
55
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
４
年
制
大
学

等
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
23

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

方
。

第
１
次
試
験
日　
７
月
11
日
㈰

○
警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）

受
験
資
格　
昭
和
55
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
。
た
だ
し
、
４
年
制
大
学
等

を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

を
除
き
ま
す
。

第
１
次
試
験
日　
10
月
17
日
㈰

※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

過
激
派
ア
ジ
ト
発
見
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

少
し
で
も
「
変
だ
な
」
と
感
じ
た

ら
１
１
０
番
。

○
善
良
な
市
民
を
装
い
、
偽
名
で
マ

ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い

る
。

○
部
屋
へ
の
出
入
り
の
際
、
周
囲
を

気
に
し
て
い
る
。
密
か
に
複
数
の
人

が
出
入
り
し
て
い
る
。

○
こ
と
さ
ら
に
近
隣
の
住
民
と
接
し

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

－

０
１
１
０
）
へ

今
年
の
水
道
週
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
水
道
に 

寄
せ
る 

信
頼

飲
む 

安
心
」

　

水
は
、
私
た
ち
人
間
は
も
ち
ろ
ん
あ
ら
ゆ
る
生
き
物

に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
水
も
決
し
て
無
限
で
は
な
く
、
今
や
限
り
あ

る
貴
重
な
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
限
り
あ
る
水
を
暮
ら

し
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
節
水
に
も
こ
こ
ろ
が
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

水
道
の
届
け
出
と
ご
相
談
に
つ
い
て

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

①　

新
し
く
水
道
を
お
使
い
に
な
る
と
き
。

②　

引
越
し
し
て
い
か
れ
る
と
き
。

③　

長
い
間
、
水
道
を
お
使
い
に
な
ら
な
い
と
き
。

④　

使
用
者
の
名
義
が
変
わ
る
と
き
。

⑤　

そ
の
他
変
更
が
あ
る
と
き
。

６
月
１
日
〜
７
日
は

「
水
道
週
間
」で
す
！

　
水
道
料
金
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

（
手
続
き
は
市
内
の
金
融
機
関
で
お
願
い
し
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
は
】

●
使
用
水
量
と
検
針
及
び
水
道
料
金
に
関
す
る
こ
と
。

　

業
務
課
（
☎
22

－

０
５
８
７
）
へ

●
給
水
装
置
の
新
設
と
変
更
工
事
及
び
水
道
工
事
店
に

関
す
る
こ
と
。

　

工
務
課
（
☎
22

－

３
２
９
５
）
へ

●
水
道
の
故
障
、
そ
の
他
水
道
に
関
す
る
こ
と
。

　

工
務
課
（
☎
22

－

３
２
９
５
）
へ

お
願
い

　

水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
水
道
管
の
管
理
を
充
実
し
、

修
理
や
検
針
作
業
を
速
や
か
に
行
う
た
め
、
宅
地
内
で

水
道
メ
ー
タ
ー
等
の
移
設
を
行
う
場
合
は
、
申
請
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
家
の
建
て
替
え
や
庭
の
工
事
等
で
水
道
メ
ー

タ
ー
や
水
道
管
を
移
設
す
る
場
合
は
、
市
指
定
水
道
工

事
店
を
通
じ
て
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
工
務
課
給
水
係（
☎
22

－

３
２
９
５
）

へ
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人権教育・啓発
〈連載73〉

「
阿
南
市
人
権
教
育・啓
発
研
究
講
座
」の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

阿
南
市
で
は
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、

「
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
研
究
講
座
」

の
受
講
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

目　
的　
講
座
を
集
中
的
に
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
つ
の
人
権
課
題
を
よ

り
専
門
的
に
学
び
見
識
を
深
め
る
。

募
集
人
員　
夏
期
講
座
40
人

※
秋
期
講
座
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、

ま
た
は
、
市
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

で
本
講
座
の
目
的
に
賛
同
し
、
講
座
課

目
終
了
時
ま
で
継
続
し
て
参
加
で
き
る

方
。

講　
座　

夏
期
講
座

『
私
ら
し
く
輝
く
た
め
に
』
〜
自
分
自

身
の
た
め
の
人
権
入
門
講
座
〜

開
催
日　

７
月
22
日
㈭　
『
自
分
を
知
る
・
自
分

を
大
切
に
す
る
』　

７
月
29
日
㈭　
『
自
分
を
表
現
す
る
・

人
と
つ
な
が
る
』

８
月
５
日
㈭　
『
女
性
の
人
権
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
』

８
月
19
日
㈭　
『
女
性
へ
の
暴
力
を
知

る
・
考
え
る
』

の
計
４
回
を
予
定
。

開
催
時
間　
午
後
２
時
〜
４
時

開
催
場
所　
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
２

階
研
修
室

講　
師　
河
野
和
代
さ
ん
（
ウ
ィ
メ

ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
徳
島
代
表
）

申
込
方
法　
人
権
・
男
女
参
画
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
☎
22

－

３
０

９
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

－

４
７
８
５
）

申
込
締
切
日　
６
月
22
日
㈫

市
内
事
業
所
の
経
営
者
・

管
理
者
の
皆
さ
ま
へ

　

行
政
（
阿
南
市
、
阿
南
市
教
育
委

員
会
）
で
は
、
公
共
施
設
や
量
販
店

の
ト
イ
レ
な
ど
へ
の
定
期
的
な
巡
視

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
内
各

事
業
所
に
お
い
て
も
、
人
権
を
踏
み

に
じ
る
悪
質
な
落
書
き
等
を
防
ぐ
た

め
に
、
事
業
所
内
の
ト
イ
レ
や
人
通

り
の
少
な
い
場
所
な
ど
、
定
期
的
な

点
検
を
実
施
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　

ト
イ
レ
が
明
る
く
、
清
潔
感
あ
ふ

れ
る
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

落
書
き
し
に
く
い
状
況
を
日
ご
ろ
か

ら
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

差
別
落
書
き
を
発
見
し
た
時
の

対
応
に
つ
い
て

　

万
が
一
、
人
権
を
侵
害
す
る
よ
う
な
内

容
の
落
書
き
等
を
発
見
し
た
場
合
は
、
そ

の
場
で
消
去
し
な
い
で
、
で
き
る
だ
け
早

く
人
権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０
９

４
）
ま
た
は
人
権
教
育
課
（
☎
22

－

３
３

９
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

阿
南
市
人
権
教
育
協
議
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

阿
南
市
人
権
教
育
協
議
会
で

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
立
場

に
立
っ
て
、
人
権
尊
重
を
柱
に

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
２
０
１
０

年
度
の
総
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日　
時　
６
月
１
日
㈫　

午
後

１
時
30
分
か
ら
受
付
。
２
時
開

会
。

場　
所　
文
化
会
館
２
階
研
修

室
１
・
２

「
日
本
女
性
会
議

２
０
１
０
き
ょ
う
と
」

大
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
く
、
色

彩
あ
ふ
れ
る
世
界
へ
」
を
テ
ー
マ

に
第
27
回
日
本
女
性
会
議
が
京
都

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
程　
10
月
１
日
㈮
〜
２
日
㈯

参
加
費　
３
万
円
程
度
（
交
通
費
、

宿
泊
費
、
大
会
参
加
負
担
金
、
昼

食
代
等
）

募
集
期
限　
６
月
25
日
㈮
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
男

女
共
同
参
画
室
（
☎
22

－

７
４
０

１
）
へ

４月27日に開催された第１回阿南市人権教育・啓発市民講座のようす。

阿南市人権教育・啓発市民講座にご参加ください
日時　６月29日㈫　午後２時〜３時30分
場所　文化会館　１階視聴覚室
講師　河野和代さん（ウィメンズカウンセリング徳島代表）

演題　『身近な人間関係と女性の人権』
　講演前に簡単な手話講座があります。

６月１日は「人権擁護委員の日」です
人権擁護委員による、特設人権相談所を次のとおり開設します。
日時　６月１日㈫　午前10時〜正午
会場　橘公民館
　　　ひまわり会館（１階相談室）
※秘密は固く守られますので、ご相談ください。
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新ビジネスの創出に期待
阿南市インキュベーション
センターが開設
　ベンチャー企業の創業などを目的に
新技術や研究成果を発信する拠点施設
として整備した「阿南市インキュベー
ションセンター」が完成し、４月26
日、関係者約30人の出席のもと開所
式が行われました。
　式典では、「産学官が共に連携して
新技術の研究開発や情報発信により、
ベンチャー企業の育成と地域社会への
貢献に寄与してほしい」と、岩浅市長
から式辞が述べられました。
　同センターは、阿南市が阿南高専の
旧宿舎管理棟を活用して研究室（４部
屋）を整備したもので、このような事
例は全国で初めてとなります。
　インキュベーションとは「ふ化器」
などと訳されるように、起業家が
「卵」の状態から巣立っていくという
意味があります。入所４社によるビジ
ネスアイデアの実用化に向けた研究開
発と新たなビジネスの創出に期待が高
まります。

開所式でテープカットを行うようす。

阿南第一中学校校舎棟改築工
事が始まりました
　校舎の老朽化に伴う阿南第一中学校の
校舎棟改築工事の安全祈願祭が、４月
22日、同中学校の敷地内で行われ、岩
浅市長をはじめ約40人の関係者が工事
の安全を祈願しました。
　今回施工される第１期工事は、一般教
室や特別支援教室など17室からなる普
通教室棟（鉄筋コンクリート造３階建）
と、音楽室や理科室など８室を備えた特
別教室棟（同じく３階建）の２棟を整備
し、平成23年３月の完成をめざします。
　新しい校舎棟は、現在の校舎棟の空き
スペースに建設するため仮設校舎は不要
で、引越しなどの負担を最少限に抑え、
教育環境に配慮した整備計画になってい
ます。また、太陽光発電による新エネル
ギーシステム（最大出力20kw）の導入
は、椿泊小学校に続いて２例目で、校舎
全体の消費電力の一部を賄うほか、生徒
の環境教育の実践にも役立てられます。
　第２期工事では、職員室や保健室など
が入る管理棟の改築工事を予定しており、
校舎の解体や外構工事を含めて平成25
年３月の完成をめざします。

蒲生田の海岸を美しく
クリーンアップ作戦に
120人が参加
　船瀬温泉付近の海岸からは燧崎
（ひうちざき）や舞子島など眺望抜
群の景色が楽しめますが、発砲スチ
ロールやペットボトルなどの漂着ご
みが多く、その美観を損ねています。
　４月24日、県漁業士会などの呼
びかけで「蒲生田岬クリーンアップ
作戦」が開催され、一般参加者を含
む14団体約120人のボランティア
が清掃活動を行いました。
　参加者は、玉石が多い足場の悪い
海岸を１時間あまりかけてごみを収
拾しました。集められたごみは２㌧
トラック４台分。資源ごみとして再
利用するため一つ一つ丁寧に分別・
洗浄しました。
　また、栽培漁業にも関心を持って
もらおうと、ヒラメの稚魚約3,000
匹の放流が行われました。今回で３
回目という坂東嘉一朗さん（73歳:
椿町）は、「小さい活動でも積極的
に協力したい」と、話していました。

「きれいな海になってほしい」とバケツいっぱいにごみを拾ってい
た佐野智葉ちゃん（５歳：羽ノ浦町）。

阿南第一中学校完成イメージ図。
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「次の世代に夢の種をまく」
女性100人委員会が
彩（いろどり）に学ぶ
　「あらゆる世代が快適に暮らせるま
ちづくり」をめざして、女性の視点、女性
の意見を市行政に反映させようと昨年
12月に発足した阿南市女性100人委員
会の研修会が、４月17日、文化会館で
開催されました。
　「そうだ、葉っぱを売ろう！人は誰で
も主役になれる」と題した横石知二さん
（上勝町）の講演では、彩（いろどり）
事業のさまざまな体験話や地域特性を
活かした取り組みなどが紹介され、参加
した委員の皆さんは、魅力あるまちづく
りを成功させる秘訣やその手法に興味
深く聞き入っていました。
　印象的だったのは、「次の世代に夢の
種を蒔いてるんよ…」という85歳のおば
あちゃんの話。自分の代だけで終わらせ
たくないという強いメッセージが伝わっ
てきました。
　委員の皆さんは、答申に向けて今後
も研修や意見交換を重ねていく予定で
す。

女性100人委員会研修会のようす。

体育館で行われた開校式のようす。

自転車で交通安全を呼びかけるようす。

富岡東中学校が開校
富東100年に新たな歴史刻む
　さわやかな春風が心地よく感じられた
４月８日、富岡東高校体育館で県内の県
立校で３校目の併設型中高一貫教育校と
なる富岡東中学校の開校式が、新入生と
その保護者の出席のもとで挙行されまし
た。
　森清治校長は、「ゆるぎない自信を持
って未来を拓くたくましい人材の育成」
を教育目標に掲げ、「心・力・夢を育て
る一貫教育校をめざして」と、次代富東
100年の新たな出発としての決意を述べ
られました。
　一貫教育課程は、２クラス（高校から
は普通科４クラス）３学期制による在学
６年間を、基礎、深化、応用の３期に分
けて、発達段階に応じた教育を実施。ほ
かにも、社会貢献への強い意欲を育てる

「社会貢献プロジェクト」というユニー
クな教育活動も行われます。
　開校式に引き続き行われた入学式では、
新入生80名を代表して村上颯人くん

（12歳）が「誇りと自信を持ち、勉強や
スポーツに精いっぱい取り組みたい」と、
期待に胸を膨らませ、新しい学校生活が
スタートしました。

地域の安全は地域で守る
交通事故死ゼロキャンペーン
　近年増加している自転車事故を未
然に防ごうと、全国春の交通安全期
間中の「交通事故死ゼロを目指す日

（４月10日）」に、羽ノ浦サイクリ
ングクラブなど５グループ30人に
よる交通安全キャンペーンが行われ
ました。
　参加者は、「交通死亡事故ゼロを
目指す日」と書かれたプラカードを
胸に着けて、小旗を取り付けた自転
車に乗って羽ノ浦支所前を出発。一
行は、白バイ隊に先導されながら羽
ノ浦町内約８㎞のコースを40分か
けて啓発を行いました。沿道で出会
った住民の方には、反射たすきなど
が入った啓発グッズを配布したり、
羽ノ浦町交番前ではシートベルト着
用などと書かれたハンドプレートを
持って、行き交うドライバーに手を
振りながら安全運転を呼びかけまし
た。
　羽ノ浦サイクリングクラブ会長の
福住安雄さんは、こうした啓発活動
を通じて、お互いに事故を無くした
いと地域の安全を願っていました。
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次
は
、
領
家
町
の
中
濵
寛
子
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
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由
美

月
お
ぼ
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反
古
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き
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見
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け
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当
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流
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ば
し
て
茫
茫
と
我
六
十
四
の
秋

の
夜
を
寢
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
川
千
江
子

日
焼
け
せ
し
顔
満
開
に
ほ
こ
ろ
ば
せ
赤
ち
ゃ
ん
見
て

よ
と
四
才
の
兄　

　
　
　
　
　
　
　
　

山
西　

成
彬

見
え
ず
と
も
心
で
見
る
と
微
笑
み
て
ソ
ナ
タ
弾
き
始

む
若
き
ピ
ア
ニ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部
恵
美
子

傍
ら
に
夫
の
寝
顔
の
あ
る
暮
し
大
切
に
せ
よ
と
寡
婦

の
友
言
ふ

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳　

句

 

佐
野　

峯
子

言
い
そ
び
れ
花
に
憶
い
を
秘
め
て
佇
つ

市
民
文
芸

初
夏
の
散
歩
道

　
「
あ
れ
っ
？
お
花
な
い
ね
え
」

　
「
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
た
の
に
な
あ
」

二
人
の
息
子
の
手
を
引
い
て
、
近
く
の

桜
並
木
を
散
歩
し
て
い
た
時
の
こ
と
で

し
た
。

　

い
つ
の
間
に
か
す
っ
か
り
葉
桜
に
な

っ
て
初
夏
の
装
い
で
す
。

　

辺
り
を
見
渡
せ
ば
田
植
え
も
終
わ
り
、

こ
い
の
ぼ
り
が
澄
ん
だ
青
空
を
泳
い
で

い
ま
す
。

「
あ
っ
！
か
え
る
さ
ん
だ
！
」

「
か
え
る
さ
ん
、
待
っ
て
ー
」

無
邪
気
に
か
え
る
を
追
い
か
け
て
走
り

ま
わ
る
息
子
た
ち
。

　

私
も
幼
い
こ
ろ
は
こ
う
だ
っ
た
の
か

な
と
思
い
な
が
ら
、
自
然
と
息
子
た
ち

を
笑
顔
で
見
て
い
る
。

「
そ
ろ
そ
ろ
お
家
へ
帰
る
よ
」

「
か
え
る
さ
ん
、
バ
イ
バ
イ
」

「
お
散
歩
ま
た
行
こ
う
ね
」

気
が
つ
け
ば
陽
射
し
が
眩
し
い
。

夏
は
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。
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横 見 町
西野　裕之さん
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に
添
う
方
向
で
検
討
し
た
い
。

一
、
富
田
下
屋
敷
引
き
渡
し
や
御
国

船
の
使
用
、
港
や
番
所
へ
の
手
配
は

了
承
す
る
。

一
、
白
銀
三
百
枚
を
贈
る
。

　

そ
の
他
に
つ
い
て
は
家
老
と
の
折

衝
が
つ
づ
く
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
退
去
に
際
し
て
従
う
家
来

は
、
入
国
時
に
連
れ
て
き
た
者
の
子

孫
に
限
る
。
入
国
後
、
家
来
に
な
っ

た
者
の
子
孫
は
、
百
姓
身
分
で
あ
る

の
で
連
れ
出
す
こ
と
は
認
め
な
い
と

な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

参
考
「
那
賀
川
町
史
」
上
巻

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　
　

湯　

浅　

良　

幸　

阿
南
ふ
る
さ
と
探
訪
その52

お
断
り
し
ま
し
た
の
で
、
太
守
様

に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
い
た
だ
き
、

御
機
嫌
よ
く
許
可
願
い
あ
げ
ま

す
。」

　

そ
れ
か
ら
、
家
老
と
公
方
家
と

の
間
に
文
書
の
や
り
と
り
が
あ
っ

た
。

　

な
お
、
退
去
に
当
た
っ
て
次
の

点
を
依
頼
し
て
い
る
。

一
、
菩
提
所
で
あ
る
西
光
寺
境
内

に
あ
る
足
利
将
軍
家
の
義
稙
、
義

冬
、
義
栄
以
下
代
々
の
墓
の
管
理

の
た
め
、
高
百
石
の
う
ち
幾
ら
か

を
西
光
寺
へ
寄
付
し
て
ほ
し
い
。

　

屋
敷
内
に
三
、
四
反
ほ
ど
の
松

林
が
あ
り
、
中
に
先
祖
を
祭
っ
た

社
や
墓
が
あ
る
。
こ
れ
も
西
光
寺

へ
寄
付
し
て
ほ
し
い
。

一
、
借
銀
は
返
済
し
て
退
去
し
た

い
が
、
禄
米
落
札
証
券
を
抵
当
に

し
て
い
る
分
に
つ
い
て
は
財
政
難

で
返
済
は
め
ど
が
た
た
ず
、
そ
の

ま
ま
退
去
す
る
し
か
な
い
の
で
、

お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

一
、
退
去
に
つ
い
て
の
費
用
の
準

備
が
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

御
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

右
に
対
し
家
老
た
ち
は
、
国
外

退
去
を
引
き
留
め
る
と
共
に
、
依

頼
さ
れ
た
件
は
わ
れ
わ
れ
の
権
限

外
で
返
答
の
し
よ
う
が
な
い
と
回

答
し
て
い
る
。

　

文
化
二
年
一
月
二
十
日
付
け
四

家
老
か
ら
義
根
あ
て
の
書
状
に
よ

る
と
、「
太
守
に
報
告
し
た
と
こ

ろ
、
退
去
に
つ
い
て
は
特
に
不
都

合
は
な
い
が
、
退
去
に
つ
い
て
は

も
う
一
度
考
え
直
し
て
は
」
と
の

こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
仁
尾
内
膳

を
公
方
館
へ
派
遣
し
て
義
根
の
説

得
に
当
た
ら
せ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
藩
主
治
昭
か
ら
も
慰

留
状
が
送
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

二
月
二
十
八
日
付
け
義
根
か
ら
四

家
老
へ
の
書
状
に
は
、「
憤
り
の

気
持
ち
と
退
去
の
気
持
ち
は
変
わ

ら
な
い
」
と
申
し
添
え
て
い
る
。

　

義
根
は
書
状
の
中
で
、「
阿
波

在
住
を
続
け
れ
ば
蜂
須
賀
家
の
家

来
同
然
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
承

服
で
き
な
い
」
と
、
退
去
の
理
由

と
意
志
の
固
さ
を
強
調
し
て
い
る
。

　

い
ろ
い
ろ
の
や
り
と
り
が
あ
っ

て
、
そ
の
結
果
、
三
月
十
七
日
付

け
藩
主
か
ら
退
去
許
可
が
出
た
。

　

公
方
家
か
ら
の
要
望
に
対
し
て
、

一
、
西
光
寺
へ
は
五
十
石
を
寄
進

す
る
。

一
、
借
銀
の
件
に
つ
い
て
は
希
望

池
田
周
防
、
佐
渡
美
濃
に
対
し
て

阿
波
国
退
去
願
い
を
提
出
し
た
。

　

要
旨
は
、「
私
も
そ
ろ
そ
ろ
老

年
（
文
化
元
年
、
五
十
八
歳
）
に

な
り
ま
し
た
上
、
近
年
多
病
で
あ

り
ま
す
。
世
俗
的
な
仕
事
も
多
く

養
生
も
十
分
に

で
き
ま
せ
ん
。

い
た
だ
い
て
き

た
金
品
の
御
援

助
を
御
辞
退
し
、

お
国
か
ら
退
去

し
て
保
養
し
気

楽
に
暮
ら
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

た
と
え
ど
こ
の

国
へ
移
っ
て
も

御
代
々
の
御
援

助
、
御
温
情
は

忘
れ
は
い
た
し

ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
都
合
で
、

止
む
を
得
ず
御

援
助
の
金
品
を

「藩主蜂須賀治昭からの退去慰留状追書」（阿波公方・民俗資料館陳列）

日　
時　
６
月
19
日
㈯　

午
後

２
時
〜
４
時

会　
場　
阿
波
公
方
民
俗
資
料

館
（
那
賀
川
町
）

演　
題　
「
阿
波
公
方
と
細
川
、

三
好
」

講　
師　
三
好
長
慶
会
代
表
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
徳
島
講

師　

出
水
康
生
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　
阿
波
公
方
民

俗
資
料
館（
☎
42

－

２
９
６
６
）

へ 公
方
の
館

歴
史
講
座
の
ご
案
内

室
町
幕
府・平
島
公
方（
十
六
）

退
去
願
い

　

文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
十
月
二
日
付
け

の
書
簡
で
家
老
稲
田
九
郎
兵
衛
、
賀
島
長
門
、
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巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
４日 金 大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 11日 金 桑野コミュニティセンター前 14：10〜14：40
６月１日 火 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 山 口 分 館 前 14：50〜15：20

　 　 老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 前 14：20〜14：50 15日 火 上 中 分 館 前 14：20〜15：00
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 17日 木 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30

　  ２日 水 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 　 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10
　 新 野 駅 前 14：30〜15：00 18日 金 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15

３日 木 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30 　 　 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00
　 旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：15 　23日 水 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00

阿 南 農 協 会 館 前 15：30〜16：00  　 　 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40
４日 金 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20  　24日 木 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30

　 吉 井 町 集 会 所 前 13：40〜14：20 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10

どなたでも無料でご利用いただけます。
なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。

移動図書
館「わかたけ号」巡回日程表

阿南図書館　☎23－2020

那賀川図書館　☎42－3111
（開館時間）午前10時〜午後６時
（ボランティアからのお知らせ）

・阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業 　
　６月12日㈯
　午前８時30分〜10時
　※雨天の場合は20日㈰に延期
（おはなし会）－おはなしのポケット主催－

６日・13日・20日・27日
午前11時〜

（市民ギャラリー）
「平成23年度使用教科書展示会　－小・中・高校－」

６月18日㈮〜７月１日㈭

阿南図書館　☎23－2020
（開館時間）平日　午前９時〜午後６時 

（土・日は 午後５時まで）
（おはなしひろば）

－おはなしひろば ・ひまわり主催－
６日・13日・20日・27日
午後２時〜３時

（ぴよちゃんくらぶ）
－赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会－
10日・24日
午前10時30分〜11時

（開館時間）午前10時〜午後６時
（おはなし会）－こすもすおはなし会主催－ 

５日・12日・19日・26日　
毎週土曜日　午後２時〜
図書館　おはなしコーナーにて

羽ノ浦図書館　☎44－2100

Let’s enjoy

　平成 21年度、図書館ではどんな本が読まれたと

思いますか？

　一番人気は日本小説です！貸出回数ベスト３は、
１位　流星の絆（東野圭吾著）、２位　告白（湊か

なえ著）、３位　１Ｑ 84（村上春樹著）でした !!

　分野別に見ると、「技術・生活」系が人気です。

この分野の貸出の約 84％を女性が占めていること

から、料理や手芸の本の利用が多いようです。

　また、「地理・歴史」関係の本の貸出も多く、な

かでも旅行ガイドブックの利用が目立ちます。

　図書館には、さまざまなジャンル・時代の本が並

んでいます。あなたとの出会いを待っている本が

きっとあります。

　みなさんも図書館でお気に入りの一冊を見つけ

て、もっともっと毎日の生活を Enjoy しましょう ! !

〜本についてのお問い合わせ、ご予約は図書館まで〜

阿南市立図書館だより

としょかんライフ
阿南市立図書館で人気の本って？

（３館休館日）７日・14日・21日・28日・30日
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情報文化センターからのお知らせ

★おもしろ科学実験（参加費無料）

　毎週土・日曜日　午前 11 時〜、午後２時〜の２回
実施日 テーマ

６月 5日㈯ 植物を燃やすと何が残る？
6日㈰ 梅雨ジメジメを科学する

12日㈯ コップの色水が急になくなる不思議な実験
13日㈰ 磁力のようすを見てみよう
19日㈯ アナログレコードプレーヤーの実験をしよう
20日㈰ エタノールの状態変化
26日㈯ プラバンで紫外線チェッカー作りを実験しよう
27日㈰ 水溶液から結晶をとりだそう

★科学の広場（参加費無料）

　子ども向けのかんたんな工作を中心に行います。
実施日 テーマ

６月12日㈯　午前10時30分〜、午後１時30分〜 手づくりUFOを作って飛ばそう

★夜間天体観望会（午後７時～、８時～、９時～の３回　要予約・有料）

　大型天体望遠鏡で美しい星を見る夜間観望会です。
実施日 大型天体望遠鏡で見えるおすすめの天体

６月 5日㈯ 土星、りょうけん座の子持ち星雲など
12日㈯ 土星、うみへび座の木星状星雲など
19日㈯ 土星、月、春の一等星など
26日㈯ 部分月食観望会にご参加ください。

★阿南ネイチャー講座Ⅳを実施

　７月と８月に小学校３年生以上を対象に、「阿南ネイチャー
講座」を行います。色々な科学工作や観察を行う「サマーサ
イエンススクールコース」や、昆虫や植物を扱う昆虫コース、
植物コースなどの講座を実施します。くわしくは、７月上旬
に学校を通じて配布されるチラシをご覧ください。

★「昼間の星の観望会」

　土・日 ･ 祝日の昼間、晴天であれば大型望遠鏡で星を観察
することができます。

実施日時 参加料金
土・日・祝日　午後２時45分〜 小学生以上お１人100円

★部分月食観望会（予約不要・有料）

　大型望遠鏡や小型の望遠鏡を使って、久しぶりに見やすい
時間帯に起こる月食を観察します。見え方など、くわしくは
以下の記事をご覧ください。
日　　時　６月 26 日㈯　午後 7 時〜 10 時（悪天候中止）
参加料金　大人 300 円、高校生 250 円、小中学生 200 円、幼児無料
参加方法　当日、開始時間までにお越しください。

★６月26日、部分月食が見られる

　６月 26 日㈯に日本全国で部分月食が見られます。月食
としては今年１月１日の早朝に起こった部分月食以来です
が、小学生や幼児のお子さんでも観察しやすい時間としては
2007 年８月 28 日の皆既月食以来となります。
　今回の月食は午後７時 16 分に月食が始まります。ただし、
阿南市では日没が７時 17 分、月の出が７時 13 分ですので、
月食が始まるころは、月の高度が低い上に、空もまだ明るい
ことから条件は悪く、欠けた月を東
の空で十分に見られるようになるの
は８時ごろからになるでしょう。
　欠け始めの時間や、最大の時間な
どは、次のとおりですので、どうぞ
観察の参考にしてください。

科学センターからのお知らせ

問い合わせは　科学センター（☎42−1600　FAX 42−3652）へ
◎休館日：６月７日㈪、14日㈪、21日㈪、28日㈪　　◎ホームページ：http://www.ananscience.jp/science/

問い合わせは
情報文化センター（☎44−5000）へ
◎６月の休館日：７日、14日、21日、28日

月食の始まり 午後 7時16分
月 食 の 最 大  8時38分
月食の終わり 10時00分

月食の経過といちばん大きく
欠けるころの月のようす。

　西部航空自衛隊音楽隊は福岡県春日基地に本拠地を置いて、主に九州・
中国・四国地方で演奏活動を行っています。
＊日　時　７月４日㈰　午後２時開演予定
＊会　場　コスモホール（阿南市情報文化センター）
＊出　演　西部航空自衛隊音楽隊
＊入場料　無料（ただし、入場整理券が必要です。）　入場整理券は６月１

日㈫より、情報文化センター、夢ホール（文化会館）、市民会館、
各住民センターおよび各支所等で配布する予定です。

●第12回コスモホール
ジュニアコンサート

　洋楽器を学ぶ子どもたちが日ごろの練
習の成果を披露します。
＊日　時　６月 27 日㈰

午後１時開演予定
＊会　場　コスモホール

（情報文化センター）
＊入場料　無料
＊出演者　阿南市在住の高校生以下の子

どもたち（公募による 30 組
程度）

あなんサマーコンサート 「西部航空自衛隊音楽隊演奏会」
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応
募
資
格　
保
護
者
等
が
道
路
に
お

け
る
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り
、
重

い
後
遺
障
害
で
働
け
な
い
た
め
、
経

済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
な
高
等
学

校
以
上
の
生
徒
・
学
生
（
申
込
時
に

29
歳
ま
で
の
方
）
で
あ
る
こ
と
。

※
高
校
・
大
学
な
ど
学
校
別
に
応
募

資
格
や
奨
学
金
の
貸
与
額
等
の
要
件

が
異
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
㈶
交
通
遺
児
育
英

会
（
☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

－
５
２
１

－

２
８
６
）
へ

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

　

成
年
後
見
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

こ
の
４
月
で
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
認
知
症
、
知
的
障

害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
物
事

を
判
断
す
る
能
力
が
十
分
で
は
な
い

方
（
ご
本
人
）
に
つ
い
て
、
家
庭
裁

判
所
が
、
ご
本
人
の
権
利
や
利
益
を

『
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相

談
会
』
の
実
施
に
つ
い
て

　

徳
島
県
行
政
書
士
会
徳
島
南
部
支

部
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
、
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日　
時　
６
月
５
日
㈯　

午
前
９
時

〜
正
午

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

相
談
内
容　
行
政
に
係
る
許
認
可
手

続
き
（
農
地
転
用
、
建
設
業
関
係
、

開
発
許
可
、自
動
車
運
送
関
係
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
行
政
書
士

会
徳
島
南
部
支
部(

☎
24

－
４
３
３

４)

へ㈶
交
通
遺
児
育
英
会
奨

学
生
の
募
集
に
つ
い
て

　

教
育
の
機
会
均
等
や
社
会
有
用
の

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

ひろ
ば

市
民
の
情報

守
る
成
年
後
見
人
等
（
保
佐
人
、
補

助
人
等
も
含
む
。）
を
選
ぶ
こ
と
で
、

ご
本
人
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
地
方
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
（
☎
０
８
８

－

６
０

３

－

０
１
１
１
）
へ

国
家
公
務
員
採
用
試
験

等
に
つ
い
て

■
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

受
検
資
格　
平
成
元
年
４
月
２
日
〜

平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
。

受
付
期
間　
６
月
22
日
㈫
〜
29
日
㈫

一
次
試
験　
９
月
５
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
院
四
国
事
務

局
（
☎
０
８
７

－

８
３
１

－

４
７
６

５
）
へ

■
中
途
採
用
者
選
考
試
験

受
検
資
格　
昭
和
45
年
４
月
２
日
〜

昭
和
56
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
。

※
学
歴
・
職
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　
６
月
22
日
㈫
〜
29
日
㈫

一
次
選
考　
９
月
５
日
㈰

試
験
種
目　
Ａ（
行
政
事
務
）Ｂ（
税

務
、
機
械
、
林
業
）
Ｃ
（
皇
宮
護
衛

官
、
刑
務
官
、
入
国
警
備
官
）

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
院
人
材
局
試

験
課
（
☎
０
３

－

３
５
８
１

－

５
３

２
６
）
へ

映
画

『
お
と
う
と
』
上
映
会

日　
時　
６
月
６
日
㈰　

午
後
２
時

30
分
〜
４
時
36
分

場　
所　
市
民
会
館

入
場
料　
前
売
：
１
，
０
０
０
円
、

当
日
：
一
般
、
大
学
生
１
，
３
０
０

円
、
小
・
中
・
高
校
生
、
シ
ニ
ア

（
60
歳
以
上
）
１
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は　
あ
な
ん
で
映
画
を

み
よ
う
会　

篠
原
（
☎
22

－

９
８
５

９
）
へ

『
青
少
年
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ
』の
ご
案
内

　

富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
本
栖
湖

畔
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
全
国
か
ら
集

ま
る
日
本
人
と
在
日
外
国
人
の
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
生
活
や

富
士
登
山
な
ど
の
野
外
活
動
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

期　

間　

８
月
４
日
㈬
〜
８
日
㈰

（
４
泊
５
日
）

場　
所　
山
梨
県
立
本
栖
湖
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー

定　
員　
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年

生
の
日
本
人
１
０
０
人
、
外
国
人
40

人
。

応
募
締
切
日　
７
月
７
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
㈶
国

際
青
少
年
研
修
協
会
（
☎
０
３

－

６

４
５
９

－４
６
６
１
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w.kskk.or.jp/

）
へ

部　　門　高校生の部（メンバー全員が高
校生）、一般の部

応募方法　所定の応募申込書に、演奏音源、
メンバー全員の集合写真を添え
てお申し込みください。阿南市
ホームページからも申し込み可。
※エントリー費用は無料です。

応募期間　６月１日㈫〜７月20日㈫
（必着）

※締切までに応募のあった音源、書類を審
査の上、出場バンドを決定します。
問い合わせは　文化振興課

（☎22－1798）へ

　BAND GRAND PRIX ANAN が、 ８月
29日㈰に市民会館で開催されます。最優
秀バンドには、「マスターＣＤレコーディ
ング」のチャンス。ぜひご応募ください。

応募規定

BAND GRAND PRIX ANAN

出 場 者 募 集
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健
康
い
き
い
き
情
報

阿
波
踊
り
体
操
教
室

　

阿
波
踊
り
を
ベ
ー
ス
に
、
よ
し
こ

の
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
く
身
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

運
動
不
足
の
方
、
メ
タ
ボ
が
気
に

な
る
方
、
足
腰
の
衰
え
が
気
に
な
る

方
に
お
す
す
め
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日　
時　
６
月
11
日
㈮　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
受
付
：９
時
30
分
〜
）

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講　
師　
徳
島
大
学
大
学
開
放
実
践

セ
ン
タ
ー
教
授　

田
中
俊
夫
さ
ん

※
申
し
込
み
不
要
で
、
参
加
費
は
無

料
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

阿
波
踊
り
体
操
を

無
料
で
指
導
し
ま
す

　

阿
波
踊
り
体
操
指
導
員
（
あ
な
ん

阿
波
踊
り
体
操
愛
好
会
の
メ
ン
バ

ー
）
を
ご
存
知
で
す
か
。
軽
快
な
リ

ズ
ム
に
の
っ
て
踊
る
阿
波
踊
り
体
操

を
、
指
導
員
が
あ
な
た
の
ま
ち
に
出

向
い
て
無
料
で
指
導
い
た
し
ま
す
。

『
阿
波
踊
り
体
操
』
の
ビ
デ

オ
等
を
無
料
で
貸
出
し
ま
す

　

毎
日
の
生
活
で
疲
れ
は
た
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
の

っ
て
踊
る
阿
波
踊
り
体
操
で
心
も
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
家
庭
で
、
家
族

や
友
達
と
一
緒
に
踊
れ
る
『
阿
波
踊

り
体
操
（
解
説
付
き
）』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

ビ
デ
オ
、
Ｃ
Ｄ
を
無
料
で
貸
出
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

　マムシの活動する季節です。野や山に出かけ
る時は十分注意しましょう。
咬まれた場合、一刻も早く医師の診断を受けて
ください。

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

マ
ム
シ
に
注
意

マムシ血清配置場所
配　置　先 所在地 電　話

馬原医院 新 野 町 36－3339
原田病院 富 岡 町 22－2715
大津薬局駅前本店 富 岡 町 23－5536
加茂谷診療所 加 茂 町 25－0200
阿南医師会中央病院 宝 田 町 22－1313
阿南共栄病院 羽ノ浦町 44－3131

　当ステーションプラザでは、地域の皆さまの交流の場として施設の貸出を行っ
ています。ぜひ、ご利用ください。

申し込み・問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

阿南光のまちステーションプラザからのお知らせ

会　場 用　　途 受　付　開　始

展示コーナー 制作発表の場として 使用する月の６カ月前（午前10時〜）

体験コーナー
趣味・サークル活動な
どの発表の場として

使用する月の３カ月前（午前10時〜）

　◆使用料は無料です。
　◆利用目的によっては、ご利用いただけない場合があります。

【６月の催し案内】■展示コーナー

開　催　日　時 催しの内容

５月11日㈫〜６月13日㈰　午前10時〜午後８時 押し花＆ＬＥＤコラボ展

６月15日㈫〜７月４日㈰　午前10時〜午後８時 絵手紙展

■体験コーナー

開催日時 催しの内容

６日㈰　午前10時〜午後３時 押し花を額に入れて作品作り
・参加費　1,000円（額代）・参加申込不要

20日㈰　①午前10時〜正午 プリザーブドフラワーアレンジメント
・参加費　3,000円（材料費）・定員　１回あたり６人・申込締切日　６月11日㈮　　　    ②午後１時〜３時

26日㈯　午後１時〜４時 かずらの花かご作り
・参加費　2,000円（材料費）・申込締切日　６月18日㈮

　公開講座の受講者を募集しますので、ご参加ください。
開  催  場  所　阿南工業高等専門学校
申  込  方  法　本校所定の申込書による。受講料は、本校所

定用紙による銀行振込。
※詳細はお問い合わせください。

問い合わせは　総務課企画係（☎23−7215）へ
※公開講座一覧はホームページに掲載しています。

講 座 名 テニスを楽しもう

日  時
７月20日㈫〜８月５日㈭ 

毎週火、木曜日の午後６時30分〜８時

場 　 所 本校グランド横オムニコート

対 象 者 中学生以上の方（初心者歓迎）

受 講 料 3,200円（※別途傷害保険料が必要）

定 　 員 16人

申 込 期 間 ６月25日㈮〜７月５日㈪（土・日除く）

　次のとおり体育施設を夜間開放します。

期　　 間 ５月１日㈯〜10月31日㈰

時　　 間 午後７時30分〜10時

開放施設・
貸 付 料

野球場（5,000円）

テニスコート１面（1,300円）

	

申し込み・問い合わせは　総務課施設係（☎23−7219）へ
ホームページアドレス（http://www01.anan-nct.ac.jp/）

阿南工業高等専門学校からのお知らせ
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３
時
で
す
。

内　
容　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康

相
談
や
阿
波
踊
り
体
操
、
転
倒
予
防

の
体
操
を
行
い
ま
す
。

持
っ
て
く
る
物　
健
康
手
帳
（
無
い

方
は
交
付
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

不
妊
治
療
費

助
成
に
つ
い
て

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
不

妊
治
療
を
受
け
て
お
ら
れ
る
ご
夫
婦

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

治
療
費
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対　
象　
次
の
⑴
〜
⑶
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
方
。

⑴
阿
南
市
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有

す
る
方
。

⑵
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
方
。

⑶
徳
島
県
の
不
妊
治
療
費
の
助
成
対

象
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
方
。

対
象
と
な
る
治
療　

体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精

助
成
額
お
よ
び
助
成
期
間　
一
年
度

当
た
り
治
療
費
の
範
囲
内
で
10
万
円

を
限
度
に
通
算
５
年
間
。

申
請
方
法　
治
療
が
終
了
し
た
日
の

属
す
る
年
度
末
ま
で
に
必
要
書
類

（
保
健
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
は　
保
健

セ
ン
タ
ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

『
い
き
い
き
健け

ん
口こ

う
フ
ェ
ア
』

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

日　
時　
６
月
６
日
㈰　

午
前
10
時

〜
正
午

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

内　
容　

▼
幼
児
〜
小
学
生
対
象

歯
の
検
診
・
相
談
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
指
導
、
無
料
フ
ッ
素
塗
布
（
希

望
者
の
み
）、
図
画
、
ポ
ス
タ
ー
、

標
語
の
展
示
・
優
秀
作
品
の
表
彰

▼
成
人
対
象

口
腔
が
ん
検
診
（
徳
島
大
学
歯
学

部
口
腔
外
科
専
門
医
に
よ
る
検

診
）、
口
臭
相
談

主　
催　
徳
島
県
歯
科
医
師
会
阿
南

市
那
賀
郡
支
部　

協　
力　
徳
島
大
学
歯
学
部
、
徳
島

県
歯
科
衛
生
士
会
・
四
国
歯
科
衛
生

士
学
院
専
門
学
校

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

特
定
健
康
診
査
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

　

特
定
健
康
診
査
は
、
生
活
習
慣
病

（
高
血
圧
、
脂
質
異
常
、
脳
梗
塞
、

糖
尿
病
等
）
の
予
防
対
策
と
し
て
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　

７
月
初
旬
に
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
75
歳
未
満

の
方
へ
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
送

付
し
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
た
め
に
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

受
診
費
用　
１
，
０
０
０
円

健
診
場
所　
市
内
の
医
療
機
関
及
び

ひ
ま
わ
り
会
館
な
ど
。

※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

－

１
１
１
８
）
へ

高
齢
期
か
ら
の

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
教
室

対　
象　
65
歳
以
上
で
運
動
制
限
の

な
い
方
。

日　
時　
６
月
10
日
㈭　

午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分
（
受
付
：
10
時
〜
）

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講　
師　
健
康
運
動
指
導
士　

井
上

澄
さ
ん

持
っ
て
く
る
物　
タ
オ
ル
・
健
康
手

帳
（
無
い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

※
参
加
費
は
無
料
で
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

達
者
で
お
ろ
な

健
康
教
室

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
楽
し
く
て
た
め
に
な
る

高
齢
者
の
憩
い
の
場
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

と　
こ　
ろ

１
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

２
日
㈬
中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

８
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

９
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

11
日
㈮
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

羽
ノ
浦
公
民
館

14
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

22
日
㈫
椿
公
民
館

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

28
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

開
催
時
間　
新
野
・
中
野
島
・
那
賀

川
・
桑
野
・
福
井
・
椿
・
大
野
地
区

で
の
開
催
は
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

椿
泊
地
区
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
、

そ
の
他
の
地
区
は
午
後
１
時
30
分
〜

 

７
月
か
ら
、
が
ん
検
診
等
が

始
ま
り
ま
す
。
６
月
下
旬
に
対

象
の
方
に
、
が
ん
検
診
等
受
診

券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
医
療

機
関
等
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
広
報
あ
な
ん
７

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

が
ん
検
診
等
の
お
知
ら
せ

６月　献 血 実 施 一 覧
実施日 採　　血　　場　　所 所在地 採血時間

11日㈮ 阿南警察署 富 岡 町  9:30〜11:30
藤崎電機㈱ 辰 巳 町 13:00〜14:00

16日㈬
消防本部 辰 巳 町  9:30〜11:30
バイオ科学㈱ 那賀川町 13:00〜14:00
国土交通省四国地方整備局那賀川河川事務所 領 家 町 14:40〜16:10

17日㈭ フジグラン阿南店 領 家 町 10:00〜16:30

23日㈬ 阿南農業協同組合（アグリあなん） 桑 野 町  9:40〜11:10
原田病院 富 岡 町 13:00〜14:00

※ 400ml 献血のみの実施です。※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

問い合わせは　徳島県赤十字血液センター（☎088－631－3200）へ
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家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
保
護

者
の
皆
さ
ん
、
阿
南
市
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、
お
子

さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

を
願
っ
て
、
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
庭

に
対
す
る
育
児
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

無
料
で
施
設
を
開
放
し
て
お
り
ま

す
。み

ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
６
月
の
日
程
》

４
日
㈮　

身
体
計
測　

午
前
10
時
〜

11
時

　
　
　
　

※
持
参
（
母
子
手
帳
）

11
日
㈮　

作
っ
て
遊
ぼ
う

18
日
㈮　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

午
前
10
時
〜
11
時

講
師
：
手
束
志
帆
さ
ん　

※
準
備
物（
バ
ス
タ
オ
ル
・

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
）

25
日
㈮　

お
誕
生
会

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う（
毎
週
火
曜
日
）

手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま

す
。

日　
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時
（
お
弁
当
は
11
時
45
分
〜
）　　

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
お
受

け
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育

所
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
44

－

５

０
５
９
）
へ

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
６
月
の
日
程
》

１
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

８
日
㈫　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

15
日
㈫　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

22
日
㈫　

身
体
計
測
・
歯
の
衛
生
に
つ

い
て

29
日
㈫　

大
正
琴
の
演
奏
と
お
誕
生
会

日　
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時

場　
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
室

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
お
受

け
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ

ー
（
☎
42

－

０
７
２
０
）
へ

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

（
橘
保
育
所
）

《
６
月
の
日
程
》

１
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

８
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

15
日
㈫　

虫
歯
の
お
話

　
　
　
　

講
師
：
北
詰
典
子
さ
ん

22
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

29
日
㈫　

お
誕
生
会

日　
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分

〜
正
午
・
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
橘
保
育
所
（
☎

27

－

１
４
４
１
）
へ

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
６
月
の
日
程
》

１
日
㈫　

健
康
相
談　

午
前
10
時

〜
11
時（
保
健
師
と
一

緒
に
す
こ
や
か
子
育
て
）

８
日
㈫　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

15
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う　

22
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

29
日
㈫　

お
誕
生
会

午
前
10
時
30
分
〜

日　
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
１
時
・
午
後
２
時
30
分
〜

４
時

問
い
合
わ
せ
は　
平
島
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
（
☎
21

－

２
０
０
２
）
へ

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

《
６
月
の
日
程
》

２
日
㈬　

シ
ャ
ボ
ン
玉
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
（
雨
天
時
３
日
㈭
に
順
延
）

４
日
㈮　

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い

食
事
会

７
日
㈪　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

９
日
㈬　

玉
ね
ぎ
収
穫
体
験

10
日
㈭　

ク
リ
ー
ン
作
戦
＆
カ
レ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー

14
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

18
日
㈮　

父
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
制
作

20
日
㈰　

パ
パ
が
作
る
米
粉
う
ど
ん

を
た
べ
よ
う

21
日
㈪　

臨
時
休
園

22
日
㈫　

発
育
計
測
・
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
歯
み
が
き
指
導

23
日
㈬　

親
子
で
ス
コ
ー
ン
づ
く
り

25
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

30
日
㈬　

お
誕
生
会

開　
園　
午
前
9
時
〜
午
後
４
時

※
自
衛
隊
基
地
建
設
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
来
所
時
に
は
安
全
運
転

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

－

38

－

１
１
６
３
）
へ

阿
南
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

『子ども手当現況届』の提出を
  平成22年３月末まで児童手当を受給されていて、
４月から子ども手当に継続となった方は、６月末
までに「現況届」を提出しなければなりません。
　該当される方（受給者）あてに関係書類を送付
しますので、ご確認ください。
※現況届を提出されない方は、６月分から手当の
支給が止まりますのでご注意ください。
※４月から新たに子ども手当の申請手続をされた
方は必要ありません。

提出期限　６月30日㈬ 
提 出 先　こども相談室または各支所、各住民セ

ンター。
問い合わせは　こども相談室（☎22－1677）へ
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　入園して１カ月たったＡ君。

　はじめての幼稚園生活のなにもかもが、もの珍しくて楽しくてしよう

がないのです。

　「粘土で遊ぶんよ。これ！これ見て！」と言いながら、小さな手で粘

土を丸めては並べていきます。そうしながら、「うわっ〜すごい！すご

い！すごいだろ！」そのＡ君の嬉しそうな満足そうな声に、私まで嬉し

くなります。

　本当に子どもって素晴らしい。子どもは大人を幸せに、地域や社会を

明るくする力をもっている存在だと再認識しました。予想もつかない出

来事や社会の変化が子どもたちのまわりにあふれているし、大人になっ

たら不安や困難を抱えることもあるかもしれません。だからこそ、一方

的な優しさでなく、子どもたちにたっぷりの楽しさや幸せを感じとって

もらいながら、“生きる力”をたくわえてもらいたいなと思った幼稚園

での出来事でしたし、変化の激しい社会で未知の課題に向き合って生き

る自信がもてるように私たち大人のできることを子どもたちに…と反省

できたＡ君のほほえましい姿でした。　　　　　　　　　学校教育課　

　− すごい！すごい！ −

子育て一言メモ

つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

《
６
月
の
日
程
》

９
日
㈬　

桑
野
公
民
館

11
日
㈮　

新
野
公
民
館

16
日
㈬　

長
生
公
民
館

23
日
㈬　

福
井
公
民
館　

25
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
、
１
日
㈫
・
２
日
㈬
・

４
日
㈮
・
８
日
㈫
・
15
日
㈫
・
18
日

㈮
・
22
日
㈫
・
29
日
㈫
・
30
日
㈬
。

時　
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

－

１
５
９
３
）
へ

は
の
う
ら
幼
稚
園

だ
よ
り

　

未
就
園
児
と
保
護
者
を
対
象
に
遊

び
の
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
ぽ
か
ぽ
か
る
ー
む

　

み
ん
な
で
楽
し
く
遊
び
ま
す
。

６
月
５
日
㈯　

は
じ
け
る
！
ク
レ
ヨ

ン
た
ち

７
月
３
日
㈯　

夏
の
遊
び
を
楽
し
も

う

▼
よ
う
ち
え
ん
で
あ
そ
び
ま
し
ょ
う

６
月
30
日
㈬　

自
由
に
遊
び
ま
す

対　
象　
０
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ

ま
と
保
護
者
。

▼
ピ
ヨ
ピ
ヨ
く
ら
ぶ
が
始
ま
り
ま
す

　

６
月
か
ら
少
人
数
の
ミ
ニ
保
育
を

行
い
ま
す
。

対　
象　
誕
生
日
が
平
成
20
年
４
月

１
日
以
前
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者
。

６
月
17
日
㈭　

作
っ
た
も
の
で
遊
ぼ

う

７
月
１
日
㈭　

絵
具
遊
び

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11

時
。
参
加
費
は
無
料
で
、
予
約
は
要

り
ま
せ
ん
。（
ピ
ヨ
ピ
ヨ
く
ら
ぶ
は

予
約
が
必
要
で
す
。）

問
い
合
わ
せ
は　
は
の
う
ら
幼
稚
園

（
☎
44

－

５
５
６
３
）
へ

『
シ
ル
バ
ー
マ
マ
の
家
』

参
加
者
募
集

　

夏
休
み
期
間
中
の
お
子
様
の
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
会
員

と
一
緒
に
過
ご
す
「
生
活
と
遊
び
」

の
場
で
す
。「
学
童
」
と
同
じ
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
働
く
保
護
者

以
外
の
お
子
様
も
参
加
可
能
で
す
。

開
設
期
間　
７
月
21
日
㈬
〜
８
月
27

日
㈮
（
８
月
13
日
㈮
、
お
よ
び
期
間

中
の
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

利
用
時
間　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

場　
　
所　
阿
南
農
業
協
同
組
合　

阿
南
農
協
会
館
３
階
（
領
家
町
）

対
象
児
童　
市
内
の
小
学
生
（
３
〜

６
年
生
）
原
則
送
迎

定　
員　
20
人

会　
費　
お
１
人
５
，
０
０
０
円

申
込
方
法　
６
月
１
日
㈫
〜
18
日
㈮

の
間
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
㈳
阿
南
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
23

－

２
６
３

０
）
へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与

６
月
の
日
程　
10
日
㈭
、
30
日
㈬

時　
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、６
週

間
以
上
あ
け
た
日
程
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。
料
金
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

七
夕
ま
つ
り
交
流
会

　
「
星
に
願
い
を
」
を
テ
ー
マ
に
、

ゲ
ー
ム
あ
そ
び
や
み
ん
な
で
踊
ろ

う
！
親
子
で
ぜ
ひ
お
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人口と世帯数

スポーツ施設６月の休館日

人口 78,053人（＋	 12）
男 37,645人（＋	 	 9）

女 40,408人（＋	 	 3）

世帯数 29,158世帯（＋	 62）

●平成22年４月末日現在	(　	)内は前月対比

相　　　　談 日（曜日） 時　　　間 場　　　所 問い合わせは

行 政 相 談 ８･22日㈫ 午前9時30分〜
11時30分 市役所市民相談室 市民生活課

☎22−1116

法 律 相 談 ３・17日㈭　
午後1時30分〜
4時30分　	要予約

市役所市民相談室 市民生活課	☎22−1116

消費生活相談 平日開館しています 午前9時30分〜
午後4時30分 消費生活センター 消費生活センター

☎24−3251

登 記 相 談 25日㈮ 午後2時〜4時 ひまわり会館 市民生活課
☎22−1116

心配ごと相談 ７・14・21・28日 午前10時〜
午後3時

市民会館内
社会福祉協議会

社会福祉協議会
☎23−7288

出 前
心配ごと相談

７日㈪ 午前10時〜
午後3時 中野島公民館 社会福祉協議会

☎23−7288

特設人権相談 １日㈫
午後1時30分〜

4時
橘公民館
ひまわり会館

人権・男女参画課
☎22−3094

人 権 相 談 所 10日㈭ 午後1時30分〜
4時 ひまわり会館 人権・男女参画課

☎22−3094

健 康 相 談 ４日㈮ 午前10時〜11時 ひまわり会館 保健センター
☎22−1590

栄 養 相 談 17日㈭ 午前10時〜11時
要予約

ひまわり会館 保健センター
☎22−1590

農 業 者
年 金 相 談

15日㈫ 午前8時30分〜
午後5時

市役所
農業委員会事務局

農業委員会事務局
☎22−3790

年 金 相 談 今月はありません
午前９時〜
午後４時　	要予約 市商工業振興センター 徳島南社会保険事務所

☎088−652−1511

女性の生き方
何 で も 相 談

１・８・15・22・
29日㈫

午後1時〜5時
要予約

市民会館内２階相談室 男女共同参画室分室
☎22−0361

サンアリーナ 7・14・21・28日
那賀川スポーツセンター 2・9・16・23・30日
羽ノ浦総合国民体育館 7・14・21・28日
羽ノ浦健康スポーツランド 7・14・21・28日

６月の相談日

休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

6 松﨑内科医院 中大野町 ☎23−5778

13 益崎胃腸科内科医院 那賀川町 ☎42−0022

20 松尾医院 内 原 町 ☎26−1559

27 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）　午後５時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

※相談は無料です。ご予約が必要なものもありますので、
くわしくは、直接担当課までお問い合わせください。

※７月の法律相談の予約は、６月１日から受け付けています。

今月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

▪ 市　県　民　税（第 1 期、全期）
▪ 国民健康保険税（第１期）
納期限は、6月30日㈬です。納め忘れのないようにしましょう。

●市税の口座振替について
軽自動車税と固定資産税（全期）の口座振替済通知書はすで
に郵送しています。市県民税（各期）、固定資産税（各期）、
国民健康保険税の口座振替済通知書は22年度の最終納期後
に郵送する予定です。

●市税日曜窓口		６月27日㈰		市役所１階納税課

〜市税の納付は口座振替が安全で便利です。〜
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ホタルが舞う水辺 … その 2

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見

ぶらりまち紀行

阿南 第49回

　人里離れた元信川の水辺に、知る人ぞ知る鑑賞スポットがある。最
近では、元信橋を中心に広範囲にホタルを見ることができるそうだ。
見ごろは５月末から６月上旬にかけて。

　福井町は鑑賞スポットが多い地域だが、おすすめは羽広橋の上流に
ある尼ケ淵と橋の下流約200ｍ付近の水辺。橋の高欄にはホタルがデ
ザインされている。見ごろは、５月末から６月初旬にかけて。

お願い　環境保護にご協力ください。また、水辺で鑑賞する際は十分に注意してください。

⑥ 福井町（福井川）⑤ 新野町（元信川）

　椿を東西に横断するように流れる椿川は、春にはヒウオ祭りが行わ
れるなど地域住民の憩いの場として親しまれている。川底がはっきり
見えるほど水が澄みきっていて、清流と呼ぶにさわしい川。ホタルは
椿保育所前などで多くみられ、見ごろは５月末から６月初旬にかけて。

⑦ 椿町（椿川）

　「ホタルの里づくり」として南谷川の水辺の環境づくりに地域をあ
げて取り組む名所。清流に舞うホタルの乱舞は、写真愛好家にも評判。
見ごろの５月末から６月上旬で、ホタルまつりも行われている。

⑧ 山口町（南谷川）

　　ホタルが生息する水辺は、きれいな水や生い茂る草などに恵まれて
いて、環境のバロメーターと言えます。
　自然がいっぱいの阿南市では随所でホタルを見ることができますが、
前回に引き続き、地元で有名な鑑賞スポットをご紹介します。

編集室の

窓
　「広報あなん（2009年８月号）」が、全国広報コンクールの広報誌・市部門で入選しました。これも
ひとえに市民の皆さまのおかげです。前広報担当の（Ｙ）さんも喜んでいました。（山）
　澄んだ水と豊かな緑、土壌に集まる蛍。闇に飛び交う蛍の光跡に懐かしさと切なさが宿る。そして、
人は蛍のはかなき輝きに人生を投影したりもする。今宵、光ともる水辺を訪れてみては。（Ｈ）


